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2022 年 3 月 10 日 
 
各   位 

会 社 名 東邦ホールディングス株式会社 
代表者名 代 表 取 締 役 社 長  有 働  敦 
 （コード番号 8129 東証第一部）  
問合せ先 取 締 役  経 営 管 理 本 部 長  兼 

経営企画・ I R 部長  河村  真 
 （電話  03－ 6838－ 2803）  

 
 

AYM HD 株式会社の株式取得に関するお知らせ 
 
 東邦ホールディングス株式会社（本社：東京都、代表取締役社長：有働 敦、以下「東邦ホール

ディングス」）は、このたび、BCP Asia AYM Holding (Cayman) L.P.より、AYM HD 株式会社の

株式の一部を取得しましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、AYM HD 株式会社は

あゆみ製薬ホールディングス株式会社の全株式を保有しております。 
 
記 

１．株式取得の理由 
東邦ホールディングスは、医療・健康・介護分野に携わる企業集団として、「全ては健康を願

う人々のために」のコーポレート・スローガンの下、医薬品卸売、調剤薬局、医薬品製造販売、顧

客支援システムの開発・提供等の事業を展開するとともに、地域医療連携や在宅・介護分野への

取り組みを積極的に推進しております。 
一方、あゆみ製薬ホールディングス株式会社の完全子会社あゆみ製薬株式会社（以下「あゆみ

製薬」）は、「リウマチ・整形外科領域のスペシャリティファーマとして人々の QOL を高め、日本

の医療の未来に貢献する」を経営理念として、患者様の「痛みのない暮らし」「明るい未来」を実

現すべく日々活動を続けております。 
あゆみ製薬は、リウマチ領域のエタネルセプト、整形外科領域のカロナールに代表されるトッ

プシェア製品が総売上の 50%以上を占める製品ポートフォリオを保有しております。リウマチ領

域では、今後バイオシミラー（BS）の更なる普及が予想され、新規 BS 製品の導入・上市を成長

ドライバーとした事業拡大が期待されます。整形外科領域においては、アセトアミノフェン選択

率の上昇や適正な鎮痛処方用量の普及により、主力製品カロナールの安定的な売上成長が予想さ

れます。また、骨粗鬆症領域、変形性膝関節症領域での取り組みも引き続き進められており、超

高齢社会の更なる進行に伴うニーズの増加が見込まれます。 
当社は、今回の株式取得を通じて、あゆみ製薬との連携を一層強化し、全国の医療機関等との

広範かつ強固な取引関係を活用し、これまで通りあゆみ製薬製品の安定供給に努めてまいります。

また、今回の株式取得により、当社は、BS 製品の知見を深め、BS 製品を扱う医薬品卸売業者と

して、より安定的に患者様に BS 製品を届けてまいります。更に、当社の完全子会社である共創

未来ファーマ株式会社との協業も模索し、グループ一丸となって新たな事業領域に挑戦してまい

ります。 
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２．あゆみ製薬の概要 
（１） 名 称 あゆみ製薬株式会社 
（２） 所 在 地 東京都中央区銀座四丁目 12 番 15 号 
（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役会長 唐澤 清紀 
（４） 事 業 内 容 抗リウマチ薬、解熱鎮痛剤の製造・販売等 
（５） 資 本 金 1 億円 
（６） 設 立 年 月 2015 年 1 月 

 
３．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 
（１） 異動前の所有株式数 0 株 
（２） 取 得 株 式 数 5,000,000 株 
（３） 取 得 価 額 非開示 
（４） 異動後の所有株式数 5,000,000 株（議決権所有割合：20%） 

 
４．日 程 
（１） 取 締 役 会 決 議 日 2022 年 3 月 4 日   
（２） 契 約 締 結 日 2022 年 3 月 8 日 
（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 2022 年 3 月 8 日 

 
５．今後の見通し 
本件取引に伴う当社連結業績、財務状態への影響は軽微なものと見込んでおりますが、中長期

的には当社グループの企業価値向上に資するものと考えております。今後、適時開示の必要性が

生じた場合には速やかにお知らせいたします。 
以 上 


